低学年用　　　 ふりかえりシート　～土しゃさいがいへん～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組 (くみ)　名前 (まえ)　　　　　　　　　　上２つは、洪水と津波について説明したもの。


①　土しゃさいがいのひがいとして、正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　川の水があふれ、道 (どう)ろが水につかったり、家 (いえ)がながされたりする。
　（　）　なみがおしよせ、たてものをこわしたり、車や人を海 (うみ)にながしたりする。
　（○）　山やがけの土しゃがくずれ、家 (いえ)や道 (どう)ろ、田はたがうまったり、人がけがをしたりする。
　（○）　地 (じ)めんがわれたり、もり上がったり、へこんだりする。

②　土しゃさいがいに気をつける場 (ば)しょとして、正しいもの３つに○をつけましょう。
　（　）　広 (ひろ)いすなはま土砂崩れや土石流、地滑りの危険がある下３つが正解。山や崖が近くにない砂浜での土砂災害は考えにくい。

　（○）　山や山の近 (ちか)く
　（○）　山からながれてくる川の近 (ちか)く
　（○）　がけやしゃめんの近 (ちか)く

③　山のやくわりについて、正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　たくさんのどうぶつがすんだり、しょくぶつがそだったりする場 (ば)しょになる。
　（　）　地 (じ)しんをふせぐ。山には地震を防ぐ役割はない。

　（○）　水をためて、少 (すこ)しずつ川にながす。
　（○）　雨水をきれいにする。

④　夏 (なつ)休みに、いなかのおじいちゃんの家 (いえ)にりょに行 (い)きました。おじいちゃんの家 (いえ)は２かいだてで、家 (いえ)の目の前 (まえ)には海 (うみ)が広 (ひろ)がり、すぐうらには山があります。
　　海 (うみ)であそんでいると、きゅうに空がくらくなり、雨がふりはじめました。その後 (ご)も雨はやまず、３日間 (かん)ふりつづけました。ニュースでは、土しゃさいがいにちゅういするようよびかけています。
　　この日の夜 (よる)は、どのへやでねるとよいでしょう。一番 (ばん)あんぜんなへやに○をつけましょう。
　（　）　１かいの山がわのへや土砂災害が起こった場合、なるべく上の階の山から離れた場所が比較的安全とされる。したがって、２階海側の部屋となる。

　（　）　１かいの海 (うみ)がわのへや
　（　）　２かいの山がわのへや
[bookmark: _GoBack]　（○）　２かいの海 (うみ)がわのへや

☆　学しゅうを通 (とお)して思 (おも)ったことや考 (かんが)えたことを書 (か)きましょう。

